
｢ 工業材料技術 ｣ 
教  科 工業 単 位 数 ２ 単 位 

学科、学年、組 環境科学科 、２学年 、５組 

使用教科書 自作プリント 

副 教 材 等 「 工業材料技術 」（実教出版株式会社） 

１ 科目のねらい（目標） 

学習の到達目標 

工業の見え方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通

して、工業の各分野における材料に関わる技術の進展への対応に必要な資質・能力

を次の通り育成することを目指す。 

（1）工業材料について製造、組織、性質および用途を踏まえて理解するとともに、

関連する技術を身につけるようにする。 

（2）工業材料に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき

工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業材料を品質改善する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的か

つ協働的に取り組む態度を養う。 

２ 評価の観点、内容及び評価方法 

皆さんの学習状況は、以下の観点についてそれぞれＡＢＣで評価し、各観点の割合を基に評定（５

段階）で総括します。 

評価の規準  Ａ：十分満足できる、Ｂ：おおむね満足できる、Ｃ：努力を要する 

評価の観点及び内容 観点の割合 評 価 方 法 

知識・技能 

①各種工業材料の基礎的な知識、特徴を理解

し、用途・特性等項目毎にまとめ、その成果

を明確に表現できているか。 

②工業社会における工業材料の役割や環境に

及ぼす影響を正しく理解しているか 

35％ ・定期考査 

・授業中の発表・ノー

ト、課題等の内容 

 

思考・判断・表現 

①工業技術、工業材料に関する諸問題に対し、

広い視点に立って考えられるか。 

②材料の基礎的な知識、技術を十分に活用して

問題を捉え、適切に判断、対処できているか。 

③生活環境や自然環境との調和のとれた工業

材料の改良、開発の在り方を考えられるか 

35％ ・定期考査 

・授業中の発表・ノー

ト、課題等の内容 

 

主体的に学習に 

取り組む態度 

①各種工業材料に関心を持ち、それらに関する

知識・技術の取得に意欲的か。 

②工業社会の発展を目指し、創造的で実践的な

態度で取り組んでいるか。 

30％ ・授業への取り組み状

況 

・ノート、課題等の提

出状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 学習計画 

学期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

１ 

第１章 工業材料と社会生活 

  ・身のまわりの材料 

  ・工業材料の分類と性質 

第２章 工業材料の構造と性質 

  ・工業材料の構成物質 

  ・物質の性質と化学結合 

  ・工業材料の各種性質と化学結合 

  ・物質の状態変化と構造 

第３章 金属材料 

  ・金属材料の種類と性質 

  ・金属材料の製造 

  ・金属材料の加工 

・金属、セラミックス、プラスチックなどの材料で身の

回りのものが作られていることを理解します。 

 

・原子や分子の結合の仕方により、材料の基本的な性質

が決まるので、材料の性質と化学結合の種類と、その

反応の仕方について学びます。 

 

 

・あらゆる製品や橋梁などに用いられている鋼について、

性質と特徴を理解します。 

・ｱﾙﾐﾆｳﾑなどの非鉄金属について、軽くて強度にも優れ

るなど特徴を周期表の理解とともに、性質や特徴、用

途について幅広く学びます。 

２ 

第４章 セラミックス材料 

・セラミックス材料の種類と性質 

・セラミックス材料の製造と加工 

第５章 高分子材料 

  ・高分子材料の種類と性質 

  ・高分子材料の製造 

  ・高分子材料の加工 

第６章 複合材料･機能性材料等 

  ・複合材料 

  ・機能性材料 

  ・新素材 

  ・生体用材料 

・ｾﾗﾐｯｸｽの特徴と古くからの”焼き物”と金属に匹敵す

る強さや特別な機能を備えたﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽについて、性

質､製法､用途などについて学びます。 

・高分子材料の種類と形態に伴う利用例について､特に機

械部品にも用いられる金属に勝るとも劣らない性質を

持ったｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸを中心に、化学的性質、製法、

用途など学びます。 

・金属やセラミックスなど､異なる材料を組み合わせるこ

とによりそれぞれの長所をより高めた複合材料につい

て、鉄筋コンクリートやＦＲＰなどを例に､実用複合材

料について学びます。 

３ 

第７章 工業材料の検査 

  ・機械的性質の検査 

  ・顕微鏡による材料の組織検査 

  ・計器による検査 

第８章 工業材料と環境 

  ・工業材料と資源 

  ・環境を守る社会と工業 

・種々の工業材料に対して、性質を評価する検査法につ

いて、評価する内容とともに、機械的・組織的等の各

種の検査の重要性を学びます。 

 

・鉱物、化石燃料から作られる従来の各種材料はいろい

ろな化学的性質､物理的性質を持っています。環境保全

の下、３Ｒでの材料の話しや環境への影響について、

学びます。 

 


